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11
月
６
日
、
韓
国
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
大
邱
協
会
訪
問
団
〈
７

名
〉
を
迎
え
て
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
開
始
さ
れ
た
。
訪
問
団
メ

ン
バ
ー
は
南
相
杰
（
ナ
ム
・
サ

ン
グ
ル
）会
長
と
李
ミ
ョ
ン
ジ
ャ

歓
迎
夕
食
会
（
主
催　

広
島
ユ
ネ

ス
コ
協
会　

出
席
者
45
名
）
で
歓

迎
。
北
川
会
長
の
歓
迎
挨
拶
、

広
島
県
日
韓
親
善
協
会　

玉
木

専
務
理
事
の
来
賓
挨
拶
、南 

相

杰
団
長
の
挨
拶
と
団
員
紹
介
、

記
念
品
交
換
、
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

上
久
保 

昭
二
総
主
事
に
よ
る

乾
杯
音
頭
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
会

食
し
な
が
ら
、
懇
談
は
盛
り
上

が
っ
て
い
っ
た
。
途
中
で
山
村

い
さ
ゑ
さ
ん
の
巧
み
な
手
品
、

両
協
会
長
な
ど
の
日
韓
カ
ラ
オ

ケ
合
戦
も
楽
し
い
雰
囲
気
と
な

り
、
記
念
撮
影
の
後
、
出
席
者

全
員
が
手
を
つ
な
い
で
ア
リ
ラ

ン
を
合
唱
。
日
韓
友
好
は
最
高

潮
と
な
り
、
松
原
副
会
長

が
閉
会
挨
拶
し
、
再
会
を

念
じ
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

【
第
２
日
目
】　

午
前
中
、

縮
景
園
見
学
後
、
原
爆

ド
ー
ム
参
拝
、
韓
国
人
原

爆
犠
牲
者
慰
霊
碑
を
参
拝

し
、
原
爆
犠
牲
者
の
冥
福

と
平
和
実
現
を
祈
り
ま
し

た
。
こ
の
後
、
ホ
テ
ル
配

車
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
広

島
北
ホ
テ
ル
に
移
動
。
午

後
、
松
井
学
芸
員
の
案
内

で
芸
北
民
俗
芸
能
保
存
伝

承
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

夫
妻
、金
孝
哲
（
キ
ム
・
ヒ
ョ
チ
ュ

ル
） 

副
会
長
と
（
李
ミ
ョ
ン
ス
ン
）

夫
妻
、
李
東
郁
（
イ
・
ト
ン
ウ
ッ

ク
）
理
事
と
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
キ
ュ

ン  

金
旻
徹
理
事
（
キ
ム
・
ミ
ン

チ
ュ
ル
）
で
２
名
の
奥
様
は
広

島
初
訪
問
で
し
た
。

【
第
１
日
目
】　

広
島
到
着
後
、

大邱と広島両協会が親善の記念撮影

報告：藤井正一（国際部会長）

縮
景
園
の
菊
花
展
を
見
学

戦争は人の心の中で生まれるもの

であるから、人の心の中に平和の

とりでを築かなければならない
（ユネスコ憲章前文より）

平和への発信

歓
迎
会
、
原
爆
ド
ー
ム
、
縮
景
園
、
伝
統
神
楽　
　

紅
葉
、
天
然
記
念
植
物
・
天
狗
シ
デ
、
温
泉
地
投
宿

友
好
親
善
で
広
島
へ

韓
国
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

大

邱

協

会

が

（
２
面
へ
続
く
）
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【
第
３
日
目
】　

佐
々
木
さ
ん
、

森
木
さ
ん
の
車
で
土
師
ダ
ム
の

紅
葉
風
景
、
午
後
は
近
県
優
秀

神
楽
鑑
賞
発
表
大
会
を
２
時
間

鑑
賞
し
、
大
朝
で
国
指
定
天
然

記
念
植
物
認
定
の
天
狗
シ
デ
群

落
を
見
学
。
田
原
温
泉
に
投
宿

し
ま
し
た
。
幸
運
に
も
釜
山
山

岳
連
盟
訪
問
団
と
同
宿
に
な

り
、
神
楽
を
再
度
鑑
賞
。

【
第
４
日
目
】　

午
前
８
時
半
、

宿
を
３
台
の
車
で
出
発
し
、
午

前
11
時
前
の
新
幹
線
利
用
で
福

岡
港
か
ら
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

に
感
謝
し
な
が
ら
９
日
帰
国
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
大

邱
協
会
が
、「
と
て
も
美
し
い

紅
葉
の
田
園
風
景
と
温
泉
」
を

希
望
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
組

み
込
ん
だ
日
程
と
な
り
ま
し

た
。
会
長
、
理
事
な
ど
数
名
が

同
宿
し
て
、
今
後
の
交
流
内
容

を
率
直
に
語
り
あ
う
機
会
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
、
１
９
４
５
年
は

歴
史
に
残
る
大
き
な
節
目
で
あ

る
。
近
代
と
現
代
の
分
か
れ
目

と
な
っ
た
年
で

も
あ
り
、
世
界

最
初
の
忌
ま
わ

し
い
原
爆
の
投
下
と
、
日
本
が

行
き
着
く
所
ま
で
行
っ
て
し

ま
っ
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
軍
国
主

義
の
終
焉
の
年
で
も
あ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
何
と
70
年
、
人
生

で
言
え
ば
、「
古
来
稀
な
り
」、

の
古
稀
の
年
と
な
っ
た
。
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
え
ば
、
長
い
よ
う

で
も
あ
り
、
短
い
よ
う
で
も
あ

る
。
私
事
で
言
え
ば
、
あ
の
年

は
10
歳
で
あ
り
、
小
学
校
5
年

生
で
あ
っ
た
。
原
爆
の
投
下
で

は
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
延
び
た

が
、
10
歳
以
降
、
一
身
に
し
て

三
世
を
経
験
す
る
よ
う
な
人
生

と
な
っ
た
。
傘
寿
と
な
る
。
傘

寿
に
し
て
思
う
こ
と
は
、
平
和

の
大
切
さ
、有
り
難
さ
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
の
基
本
精
神
で
あ

る
。

　

70
周
年
の
原
点
に
立
っ
て
、

再
び
、
基
本
的
な
「
戦
争
は
人

の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の

と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
の
ユ
ネ
ス
コ
精
神
に
立

ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
第
二
次

世
界
大
戦
、
太
平
洋
戦
争
の
夥

（
お
び
た
だ
）
し
い
死
者
の
霊

に
、
何
と
応
え
た
ら
よ
い
だ
ろ

う
か
。

　
「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
ズ
」

「
核
兵
器
の
廃
絶
を
」
を
高
ら

か
に
叫
ん
で
、
実
践
に
努
力
し

て
行
こ
う
で
は
な
い
か
。

被
爆
・
終
戦
70
年
を　

記
念
し
体
験
を
募
集
へ

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
被

爆
・
終
戦
70
年
を
記
念
し
、
次

世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
書
き
残

し
伝
え
る
た
め
、
被
爆
・
終
戦

体
験
を
紹
介
す
る
機
関
紙
特
別

号
を
企
画
中
で
す
。
原
稿
募
集

の
詳
細
は
次
号
（
２
０
１
５
年
４

月
）
へ

ユ
ネ
ス
コ
の
精
神
に
立
ち
返
れ
�

被
爆
・
終
戦
70
年
を
来
年
に
控
え
て

輪
に
な
っ
て
「
ア
リ
ラ
ン
」
を
合
唱

紅
葉
と
温
泉
を
楽
し
む

金
孝
哲
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

天
狗
シ
デ
（
北
広
島
町
）

北
川
建
次

広
島
ユ
ネ
ス
コ

協
会
会
長　
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日
本
で
最
初
の
ユ
ネ
ス

コ
協
同
学
校
指
定
校

　

去
る
11
月
８
日
、
広
島
大
学

附
属
中
・
高
等
学
校
は
、
第
５

回
Ｅ
Ｓ
Ｄ
大
賞
（
主
催
：
日
本
持

続
発
展
教
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
後

援
：
文
部
科
学
省
・
日
本
ユ
ネ
ス
コ

国
内
委
員
会
・
ユ
ネ
ス
コ
ア
ジ
ア
文

化
セ
ン
タ
ー
・
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
・
教
育
新
聞
社
）
に
お
き
ま

し
て
、「
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー

ル
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
賞
の
理

由
は
、
日
本
で
最
初
に
ユ
ネ
ス

コ
協
同
学
校
（
現
在
の
呼
称
は
ユ

ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を

受
け
て
以
来
、
今
日
ま
で
一
度

も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
ユ
ネ
ス

コ
教
育
活
動
を
進
め
て
き
た
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

本
校
が
１
９
５
３
（
昭
和
28
）

年
に
ユ
ネ
ス
コ
協
同
学
校
の
指

定
を
受
け
た
際
、
協
同
実
験
の

指
導
的
役
割
を
果
た
さ
れ
た
の

が
永
井
滋
郎
先
生
で
し
た
。
そ

の
後
、「
実
験
」
か
ら
「
普
及
」

へ
と
方
針
転
換
が
な
さ
れ
る

と
、
１
９
７
０
年
に
部
活
動
と

が
退
職
さ
れ
た
後
の
１
９
９
４

年
、
ユ
ネ
ス
コ
班
の
指
導
を
私

が
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
こ

の
年
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

会
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

  

以
後
、
毎
年
夏
、
全
国
高
校

ユ
ネ
ス
コ
研
究
大
会
に
ユ
ネ
ス

コ
ク
ラ
ブ
の
生
徒
を
引
率
し
、

た
だ
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
夏
の
こ
と
は
、
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と

り
わ
け
山
本
事
務
局
長
（
当
時
）

に
は
、
本
当
に
ご
心
配
・
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

何
度
も
参
加
し
た
高
校
ユ
ネ
ス

コ
研
究
大
会
、
な
か
で
も
、
こ

の
広
島
大
会
は
、
真

に
最
高
レ
ベ
ル
の
も

の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
５

年
に
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
10

年
」
が
始
ま
る
と
、

本
校
は
中
山
修
一
先

生
を
指
導
者
と
し
て

お
招
き
し
、
先
陣
を

切
っ
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
研

究
と
普
及
に
つ
と
め

ま
し
た
。
ま
だ
他
校

が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
注
目
し

な
い
時
代
に
、
い
ち

早
く
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
テ
ー

マ
に
し
た
研
究
大
会

を
開
催
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
授
業
を
公
開
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
、「
ユ
ネ
ス

コ
・
ス
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
」
を

い
た
だ
い
た
の
も
、
と
り
わ
け

こ
の
頃
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
全
国
高
校
ユ
ネ
ス

コ
研
究
大
会
が
廃
止
さ
れ
る
な

ど
、
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
の
活
動

の
場
が
縮
小
さ
れ
る
な
か
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
主
催
行
事

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
活
動
の
大
き
な
柱
に
な
り

ま
し
た
。「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら

そ
う
」「
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」

「
世
界
寺
子
屋
運
動
の
た
め
の

街
頭
募
金
活
動
」「
杉
並
ユ
ネ

ス
コ
協
会
青
年
部
と
の
交
流
」

な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
交
流
と
経
験
を
積
む
な
か

で
、
生
徒
た
ち
に
ユ
ネ
ス
コ
精

神
が
大
き
く
育
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

課
題
は〝
次
世
代
の
エ
ー
ス
〟

に
経
験
を
伝
授
す
る
こ
と

　

ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
に
在
籍
し

た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
進
路
選

択
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
日
も
彼
ら
は

地
球
の
ど
こ
か
で
、「
持
続
可

能
な
未
来
の
担
い
手
」
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
と
過
ご
す
教
師

生
活
は
た
い
へ
ん
に
楽
し
く
、

青
春
の
日
々
が
い
つ
ま
で
も
続

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を

覚
え
て
い
ま
し
た
。
人
生
に
は

限
り
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
年
齢
を
迎
え
、

次
世
代
の
エ
ー
ス
に
私
の
さ
さ

や
か
な
経
験
を
伝
授
す
る
こ

と
、
公
私
と
も
に
、
こ
れ
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
て
高
校
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
部
の
創
設
と

そ
の
後
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
た

の
が
、太
鼓
矢
晋
先
生
で
し
た
。

  

私
が
附
属
に
赴
任
し
た
の
は

１
９
９
０
年
で
し
た
。
当
時
、

永
田
龍
男
先
生
が
ユ
ネ
ス
コ
班

の
顧
問
を
し
て
お
ら
れ
、
４
年

間
ほ
ど
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
永
田
先
生

研
究
発
表
や
大
会
運
営
を
下
支

え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
０
５
年
、
第
51

回
全
国
高
校
ユ
ネ
ス
コ
研
究
大

会
を
広
島
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
主
管
担
当
校
を
務
め
ま

し
た
。
こ
の
大
会
が
成
功
裏
に

終
わ
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
総
力
を

結
集
し
て
、
大
会
を
支
え
て
い

広
大
附
属
中
・
高
等
学
校
と

ユ
ネ
ス
コ
教
育
活
動広

島
大
学
附
属
　
　

中
・
高
等
学
校
教
諭
　
　
藤
原
隆
範
氏
　

春

夏

秋

冬

－７－

～
11
・
8
、「
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
最
優
秀
賞
」
を
い
た
だ
い
て
～

忘れることの出来ない全国高校
ユネスコ研究大会広島開催
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広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
今
年

も
８
月
15
日
、
広
島
平
和
記
念

公
園「
平
和
の
鐘
」の
前
で
、『
第

15
回「
平
和
の
鐘
」の
集
い
２
０

１
４
』
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の

集
い
に
は
、
高
校
生
、
韓
国
人

留
学
生
、
中
国
人
青
年
、
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
の
広
島
市
研
修
生
、

外
国
人
観
光
客
、
協
会
員
ら
が

世
代
や
国
の
違
い
を
超
え
て
参

加
し
、
原
爆
や
戦
争
、
災
害
の

無
い
平
和
な
世
界
を
願
っ
て
、

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
「
平
和
の
鐘
」
の
打
鐘
は
、

ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
し
国
連
が
決

め
た
「
平
和
の
文
化
国
際
年
」

（
２
０
０
０
年
）
以
来
、
日
本
各

地
の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
行
っ
て

い
ま
す
。

　

集
会
で
は
、
広
ユ
協
の
北
川

建
次
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
高
校
の
濱

崎
楓
子
さ
ん
（
15
）、
菅
島
志

歩
さ
ん
（
15
）
が
、「
原
爆
投

下
と
い
う
悲
惨
な
事
実
を
風
化

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」「
被
爆

者
の
言
葉
か
ら
よ
り
多
く
を
学

び
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
」
と
訴

え
、
広
島
大
学
附
属
高
校
ユ
ネ

ス
コ
班
の
田
村
梨
奈
さ
ん

（
15
）、小
櫻
智
穂
さ
ん（
16
）は
、

「
原
爆
へ
の
怒
り
を
家
族
や
友

達
に
伝
え
て
い
く
こ
と
。
怒
り

を
共
有
す
る
こ
と
が
戦
争
を
止

め
る
原
動
力
に
」「
核
兵
器
の

使
用
を
止
め
る
最
後
の
歯
止
め

と
し
て
、
必
死
の
思
い
で
訴
え

行
動
し
て
き
た
被
爆
者
の
方
々

が
生
き
て
い
る
間
に
、
私
た
ち

の
手
で
核
兵
器
を
な
く
そ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
家
庭
や
地
域
で
見
失
い

が
ち
な
も
の
を
見
直
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け

で
開
講
さ
れ
た
『
お
と
な
の

寺
子
屋
』
で
、「
マ
ナ
ー
・

お
も
て
な
し
」
と
題
し
て
、

講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

結
婚
式
の
水
引
は
ど
れ
？

正
し
い
リ
ボ
ン
の
結
び
方
は

で
き
る
？
…
の
問
い
か
け

に
、
一
瞬
戸
惑
う
受
講
者
が
、

高
齢
の
方
の
中
に
も
結
構
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

日
本
人
の「
お
も
て
な
し
・

思
い
や
り
」
は
世
界
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
、
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

私
に
は
、
そ
の
心
が
か
な
り

失
な
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ
た
い

な
い
感
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。

　

私
は
、
現
在
高
校
・
大
学

の
非
常
勤
講
師
、
役
所
や
企

業
で
の
社
員
教
育
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、

検
定
問
題
か
ら
学
ぶ
「
マ

ナ
ー
・
お
も
て
な
し
」
の
講

座
な
ど
を
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。

　

学
生
か
ら
「
先
生
、
熨
斗

（
う
つ
と
）
っ
て
何
？
」「
マ

ナ
ー
は
何
の
た
め
に
い
る

の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
、
驚
く

事
が
し
ば
し
ば
で

す
。
マ
ナ
ー
や
立

ち
居
振
る
舞
い
、

敬
語
な
ど
を
学
ぶ

機
会
が
案
外
少
な

い
の
が
現
状
で

す
。

　

心
を
育
て
る
に

は
長
い
時
間
が
必

要
で
す
。
日
本
の

心
を
後
世
に
残
す

た
め
に
も
、
ま
ず

そ
れ
を
知
っ
て
い

る
私
た
ち
が
し
っ

か
り
意
識
し
、
大

切
に
扱
い
、
そ
れ

を
見
せ
、
語
っ
て
い
き
定
着

さ
せ
た
い
…
そ
う
密
か
に
願

う
私
で
す
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
一

員
と
な
っ
て
3
年
に
な
り
ま

す
。
皆
様
に
教
わ
り
な
が
ら
、

日
本
・
広
島
の
文
化
の
伝
承

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 （
協
会
会
員
）

高
校
生
ら
が
市
民

と
共
に
鐘
を
つ
く

広島文化学園
短期大学非常勤講師

　梅本　昌子

「マナー・おもてなしの心」を
絶やさないことを願って

頑張ってます

平和へ誓いも新たに鐘をつく高校生ら（8・15）

平
和
の
集
い
２
０
１
４
誓
い
も

新
た
に

青
少
年
・
女
性
の
ペ
ー
ジ



ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ　　2014年12月20日 第88号⑤

【
学
校
部
門
】

○
広
島
市
立
長
束
小
学
校

　

長
束
神
社
に
伝
わ
る
「
長
束

木
遣
」
を
、
地
域
文
化
の
継
承

と
し
て
学
校
教
育
に
生
か
す
活
動

○
広
島
市
立
畑
賀
小
学
校

　

地
域
の
支
援
を
得
て
川
の
水

質
や
生
物
調
べ
、
清
掃
、
ホ
タ

ル
の
成
育
に
関
わ
る
活
動
継
続

○
広
島
市
立
矢
野
南
小
学
校

　
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
に
学
び
、

麦
を
育
て
る
活
動
を
通
し
て
、

平
和
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
強

化

○
広
島
市
立
阿
戸
中
学
校

　

高
齢
者
と
触
れ
合
う
体
験
活

動
を
通
し
て
、
地
域
の
伝
統
と

文
化
を
理
解
し
継
承
発
展
す
る

○
広
島
市
立
基
町
高
等
学
校

　

戦
争
と
原
爆
の
実
相
を
調
べ

学
び
、
絵
に
描
く
活
動
を
通
し

て
、
平
和
な
世
界
の
実
現
の
た

め
に
積
極
的
に
取
り
組
む
活
動

○�

広
島
県
立
広
島
井
口
高
等
学

校

　

国
際
交
流
で
語
学
力
や
協
調

性
を
養
う
一
方
で
、
体
験
活
動

に
よ
る
自
己
実
現
の
意
欲
を
高

め
、
主
体
的
に
取
り
組
む
教
育

活
動

【
社
会
部
門
】

○�

劇
団
「
花
子
ち
ゃ
ん
と
そ
の

お
友
だ
ち
」

　

芝
居
、
語
り
、
紙
芝
居
な
ど

で
平
和
、愛
、障
害
等
へ
の
理
解

を
深
め
る
活
動
へ
の
取
り
組
み

○�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ト
ラ
ひ
ろ
し

ま
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

公
開
空
地
の
美
化
の
た
め
花

を
植
え
付
け
管
理
を
継
続
し
て

協
働
作
業
と
し
て
行
う

○
広
島
フ
ィ
リ
ピ
ン
友
好
協
会

　

文
具
や
衣
料
な
ど
を
現
地
の

少
年
セ
ン
タ
ー
と
共
催
し
て
高

校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
―
を
、

今
月
23
日
（
祝
・
火
）
に
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

ス
タ
ジ
オ
で
開
催
し
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
、
広
島
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
の

由
井
義
通
氏
に
よ
る
基
調
講
演

と
高
校
生
に
よ
る
事
例
発
表
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

昼
食
の
後
、
午
後
か
ら
は
、

八
丁
堀
に
移
動
し
て
、
コ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
（
世
界
寺
子
屋
運
動
募

金
活
動
）
を
行
い
ま
す
。

　

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
青
少
年
育
成
部
会
長　

國
田
繁
）

国
際
協
力
の
日

　
「
国
際
交
流
・
協
力
の
日

２
０
１
４
」
の
イ
ベ
ン
ト

が
、
11
月
16
日
（
日
）、
広

島
市
中
区
の
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
、
広
ユ
協
は
「
市

民
団
体
等
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
」
の
展
示
に
参
加
。
当

協
会
の
年
間
行
事
「
新
春

フ
ェ
ス
タ
」
や
「
平
和
の

鐘
の
集
い
」「
高
校
生
の
国

際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

の
活
動
を
、
写
真
で
掲
示

し
、
見
学
者
と
対
話
す
る

な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

養
護
施
設
に
送
り
、
市
在
住
の

人
達
と
の
交
流
も
続
け
る

○�

正
木
地
区
ホ
タ
ル
の
里
復
元

会

　

川
を
中
心
に
環
境
を
整
備
し

地
域
の
総
力
を
上
げ
て
ホ
タ
ル

の
再
生
に
取
り
組
む
活
動

○
里
山
環
境
保
全
み
ど
り
会

　

武
田
山
、
火
山
、
丸
山
の
整

備
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
多

く
の
人
の
つ
な
が
り
を
作
る

○�

特
定
非
営
利
活
動
法
人
虹
橋

の
会

　

和
紙
や
ち
ぎ
り
絵
を
通
じ

て
、日
中
の
文
化
芸
術
の
交
流
。

両
国
の
友
好
・
平
和
の
促
進
活
動

（
表
彰
は
来
年
１
月
24
日
の
新
春

フ
ェ
ス
タ
・
６
面
掲
載
で
行
う
＝
教

育
部
会
長　

足
立
柳
子
）

　

11
月
15
、
16
日
に

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ

ス
コ
大
会
が
、
岡
山

県
津
山
市
で
開
催
さ

れ
た
。
当
会
か
ら
亀

井
副
会
長
、
足
立
、

井
尾
、
世
木
田
、
森

木
理
事
、竹
沢
監
事
、

藤
井
事
務
局
長
（
15

日
）、
横
佩
、
坂
本

会
員
、
内
田
が
参
加

し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
を
経
験
し
て
卒
業

し
た
人
た
ち
が
、
引

き
続
き
各
地
域
の
ユ

協
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
を
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
、
と
の
問
題

提
起
も
あ
っ
た
。
個
人
的
に
は

当
会
に
青
年
部
か
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動

部
設
置
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

 
（
会
員　

内
田
一
士
）

現
代
イ
ン
ド
の
魅
力
を
紹
介

「
高
校
生
国
際
理
解

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

十
二
月
二
十
三
日
に
開
催

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、

国
際
平
和
に
貢
献
す
る
青
年
を

育
成
す
る
た
め
、
今
年
度
も
青

　

広
ユ
協
主
催
の
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
（
第
１
６
１
回
）
が
、
９
月

13
日
（
土
）
開
か
れ
、
美
術
評

論
家
で
元
広
島
市
現
代
美
術
館

副
館
長
の
竹
澤
雄
三
さ
ん
が
、

「
ひ
ろ
し
ま
の
美
術
館
に
誇
り

を
！
」
と
題
し
て
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
。

６
校
・
６
団
体
の
活
動
を
顕
彰

伝
統
文
化
、
環
境
、
平
和
な
ど
推
進

岡山・津山市で中国ユネスコ大会

ユ
ネ
ス
コ

活
動
奨
励
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

大会で表彰されたESD推進の団体と個人

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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協
会
理
事

森
木　

学
氏

　

私
が
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
へ
入
会
し
た
の
は
、
公

民
館
に
勤
務
し
て
い
た
時

で
あ
る
。
公
民
館
は
教
育

分
野
の
中
の
社
会
教
育

（
今
は
生
涯
学
習
）
を
担
っ

て
お
り
、
市
役
所
で
管
理

し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

当
時
は
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に

関
す
る
分
掌
事
務
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
協
会
の
加

入
を
勧
め
ら
れ
た
時
は
、

あ
ま
り
躊
躇
し
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
協
会
の
活

動
は
名
だ
た
る
先
輩
た
ち

が
先
導
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
し
、
そ
の
こ
と
は
大
変

頼
も
し
く
感
じ
て
お
り
ま

し
た
。
現
職
中
、
活
動
に

は
殆
ど
関
わ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
が
、
唯
一
、２
０

０
５
年
（
平
成
17
年
）
８
月

に
開
催
さ
れ
た
、
第
51
回

全
国
高
校
ユ
ネ
ス
コ
研
究

大
会
を
お
手
伝
い
し
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。
そ

の
後
は
広
報
部
会
の
理
事

と
し
て
名
を
連
ね
て
い

る
。
退
職
後
は
時
間
の
許

す
限
り
行
事
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
事
務
局
の
お

手
伝
い
を
す
る
な
ど
、
少

し
で
も
協
会
の
発
展
に
寄

与
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

る
。

「
ひ
ろ
し
ま
の
美
術
館
に
誇
り

を
！
」元
広
島
市
現
代
美
術
館
副

館
長
竹
澤
雄
三
（
国
際
会
議
場
）

16 
日
／
広
報
誌
紙
面
改
革
打
ち
合

わ
せ
会
議 

（
広
報
部
会
）

30 
日
／
第
88
号
広
報
誌
打
ち
合
わ

せ
会
議 

（
広
報
部
会
）

〈
10
月
〉

2 
日
／
会
長
・
副
会
長
・
部
会
長

会
議

10 
日
／
第
2
回
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨

励
賞
推
薦
委
員
会

30 
日
／
新
春
フ
ェ
ス
タ
の
コ
ン

サ
ー
ト
打
ち
合
わ
せ
会

31 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
選

考
委
員
会

〈
11
月
〉

6 
～
9
日
／
韓
国
大
邱
ユ
ネ
ス
コ

協
会
広
島
友
好
親
善
訪
問

6 
日
／
韓
国
大
邱
ユ
ネ
ス
コ
協
会

歓
迎
会 

（
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
）

9 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
打

ち
合
わ
せ
会
議 

（
教
育
部
会
）

15 
～
16
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ

ス
コ
活
動
研
究
会
岡
山
大
会

 

（
津
山
市
）

16 
日
／
国
際
交
流
・
協
力
の
日
展

示 

（
国
際
会
議
場
）

22 
日
／
第
1
回
広
島
県
ユ
ネ
ス
コ

Ｅ
Ｓ
Ｄ
大
賞
表
彰
式
＆
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

（
広
島
市
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〈
12
月
〉

6
日
／
理
事
会 

（
国
際
会
議
場
）

6 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
打

ち
合
わ
せ
会
議 

（
教
育
部
会
）

14
日
／
同
打
ち
合
わ
せ
会
議

 

（
教
育
部
会
）

23 
日
／
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー （
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ
オ
）

　

寺
子
屋
運
動
募
金

 

（
広
島
天
満
屋
ビ
ル
前
）

　

音
楽
好
き
の
３
人
が
意
気
投

合
し
て
結
成
し
た
男
性
声
楽
ユ

ニ
ッ
ト「
デ
・
ア
リ
ー
ド
」。「
声

楽
を
通
し
た
出
会
い
を
リ
ー
ド

し
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
馴
染
み
の
あ
る

国
内
外
の
曲
を
歌
い
、
楽
し
い

ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た

感
動
の
ひ
と
と
き
…
…
。

　

ナ
マ
で
聴
く
男
性
ヴ
ォ
ー
カ

ル
ト
リ
オ
の
迫
力
を
お
楽
し
み

（
8
月
）

2
日
／
理
事
会

15
日
／
平
和
の
鐘

 

（
広
島
平
和
公
園
鐘
楼
前
）

〈
9
月
〉

2 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
打

ち
合
わ
せ
会
議

8 
日
／
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー
打
ち
合
わ
せ
会
議

 

（
青
少
年
育
成
部
・
教
育
部
会
）

13 
日
／
第
161
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

に
…
…
。

【
曲
目
】

　
「
花
は
咲
く
」

　
「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」

　
「
坂
の
上
の
雲
」

　
「
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
メ
ド
レ
ー
」

な
ど
12
曲
を
予
定
。

〔
日
時
〕
1
月
24
日
（
土
）
午

後
2
時
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨

励
賞
表
彰
式
。
続
い
て
3
時
か

ら
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
。

〔
会
場
〕
広
島
市
文
化
交
流
会
館

 

（
文
化
部
会
長　

井
尾
義
信
）

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
県
北
の
特

養
ホ
ー
ム
で
栄
養
士
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
人

生
の
大
先
輩
に
「
食
」
に

関
し
て
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
最
近
の
利
用
者
様
の

傾
向
と
し
て
、
最
後
は
延

命
治
療
を
せ
ず
、
施
設
の

中
で
看
取
り
介
護
を
希
望

さ
れ
る
家
族
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
が
出

来
る
こ
と
は
、
好
き
な
食

べ
物
を
少
し
で
も
美
味
し

く
口
に
し
て
頂
き
、
家
族

に
看
取
ら
れ
な
が
ら
笑
顔

で
旅
立
た
れ
る
お
手
伝
い

で
す
。
私
の
職
務
が
、
ユ

ネ
ス
コ
で
少
し
で
も
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

協
会
会
員道

上
浩
美
さ
ん

　

私
の
ユ
ネ
ス
コ
と
の
出

会
い
は
、
た
ま
た
ま
出
席

し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
で
松
岡

様
と
同
席
し
た
の
が
縁

で
、平
成
11
年
10
月
の「
ユ

ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
現
地
講

座
・
下
蒲
刈
」
に
誘
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
視
察

や
会
食
を
楽
し
く
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
サ
ロ
ン
や

懇
親
会
で
顔
も
覚
え
て
頂

く
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

「
素
晴
ら
し
き
出
会
い
に
乾
杯
�
」

～
男
性
声
楽
ト
リ
オ
「
デ
・
ア
リ
ー
ド
」
と
と
も
に
～

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟

来
年
１
月

24
日
に

新
春
フ
ェ
ス
タ

《
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
》


